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5. ま と め
本稿では縄文土器の 3D計測データにおける復元箇所
を特定する手法について考察した。スキャンした 3D計測
データにおいては、ポリゴンに対応したテクスチャデー
タを用いて色から特定する方法を実験した。色のみの場
合、復元箇所と同じ色の元の土器の部分も特定されてし
まうという欠点があることが分かった。解決方法として
は、ポリゴンに対応したテクスチャデータではなく、UV
展開をしてテクスチャを用いて、色および特徴量を抽出
して復元箇所を特定する手法が考えられる。
